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■２００８年度 指定管理者事業に対するコメント 

ＮＰＯ法人参画プラネットは、「名古屋市男女平等参画推進センター」の指定管理者とし

て３年度目を終了し、現在最終年度である４年度目に入っています。男女共同参画社会の

実現という基本理念達成のために、柔軟かつ多様な方法でセンターの事業等の実施を行い、

実績を積みつつあると評価できます。 

センターの利用者数は、前年の 113，126 人から、126，930 人へと 12％程増加しました。

一方で貸室利用率は、２０年度前半は昨年を上回る利用率で推移しましたが、後半からは

前年を下回るようになりました。これは、いわゆるリーマン・ショックの影響が日本にも

及び、企業の利用が大きく落ち込んだことが原因のようです。 

実施事業への参加者数は、前年度の 1,281 人（女性 1，017 人、男性 264 人）から、815

人（女性 686 人、男性 129 人）へと落ち込んでいます。ただ実施事業の内容をみれば、前

年度のような知名度のある講演者を招いた事業がないことの結果だとも考えられます。ま

た、「つながれっとクラブ」メールマガジンの配信実績の急速な伸び（前年比約 3倍）とあ

わせて考えると、IT化の進行、限りなく多様化する行動様式といった社会情勢を反映して

いるともいえます。こうした結果を、新しい時代に即した市民への啓発や活動支援の方向

性を再度検討しなおす必要性を示唆するものと捉え、今後の安定した事業運営への手がか

りとしてもらいたいものです。 

一方、実施事業の内容としては、継続して行われている「男女平等プチ参画セミナー」、

「レッツ・プラニング！（企画ナビゲート事業）」のような基本的な事業、あるいは、実務

に役立つ事業から、「ドラゴンズを「社会学」する」などのユニークでより広い層の参加が

見込まれるものまで多様な事業が実施されており、男女平等参画の理念を堅持しつつ柔軟

な事業内容の実施は評価できると考えられます。 

また、事業参加者の各実施事業への満足度も高くなっています。内容をその都度検証、

評価し、次の事業を実施する際の改善につなげていることが大きな要因ではないでしょう

か。 

事業に参加して、そこで得たものを次のステップに生かしつつある人が増えてきている

との報告もあり、この点も大きく評価できます。 

センター来館者の、スタッフへの評価は毎年高くなっており、資格を取得したスタッフが

その資格をセンターの管理運営や実施事業に積極的に生かすことにより、センターの管理

運営や実施事業の質の向上につなげていることも評価されます。 

他方、昨年度までの懸念材料であった事業収支の赤字は、外部団体等との積極的な連携、

協働により解消され、事業の継続性への不安は払拭されたようです。名古屋市との契約に

より指定管理料が毎年減少することを考慮すれば、このことは大きな意義を有すると思わ

れます。 

さらに、センターの場所がまだ十分に認知されていないとの指摘が昨年度されましたが、

メールマガジンの配信実績が 617 から 1638 へと 3倍近くに伸びていることを考えれば、少
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しずつ改善していくのではないでしょうか。 

総合的に見れば、センターの「男女平等参画の推進」という設置目的に照らして、指定

管理者として、年を経るごとに着実にノウハウと経験を積み、実績を挙げていると評価で

きますし、4 年度目も一歩一歩確実にこなしていって下さい。 

名古屋市男女平等参画推進センター指定管理者（ＮＰＯ法人参画プラネット） 

外部評価委員会 

 

 

■外部評価委員会の運営 

ＮＰＯ法人参画プラネットでは、「名古屋市男女平等参画推進センター」の管理運営に

関して、第三者の評価を受けるために外部評価委員会を設置しています。外部評価委員は、

税理士、弁護士、大学講師の３名に委嘱し、下記のとおり外部評価委員会を開催しました。 
開催日時 平成２０年１０月２３日（木）午後７時～8時 
場  所 名古屋市男女平等参画推進センター 調査研究室 
出 席 者 委員：池田桂子 杉山智子 堀尾博樹、 

事務局：渋谷典子 中村奈津子 林やすこ 

 
 
 
 
 
 
第 1 回外部評価委員会 

内  容 １平成 20年度指定管理者事業上半期を終えて 

２事業指標について 

上記１、２について渋谷典子、林やすこより説明 

（参考資料：「プラネットの軌跡 2007」「事業評価に

ついての考え方」） 

３指定管理者事業、事業評価についての質問、意見、審

議。 

（１）指定管理者事業の動向、方向性の意見交換。 

（２）事業指標について質問、意見、提案。 

（３）費用対効果の分析、申込み経路分析の視点から、

アンケート項目の検討、指標化と共に、事業評価を行う

ことを説明。 

開催日時 平成２１年６月１１日（木）午後７時～8時 
場  所 名古屋市男女平等参画推進センター 調査研究室 
出 席 者 委員：池田桂子 杉山智子 堀尾博樹 

事務局：渋谷典子 中村奈津子 林やすこ 髙島由美子 

 
 
第2回外部評価委員会 

内  容 １ 平成２０年度：事業報告 
・利用者アンケート調査期間は平成２１年２月３日（火）から２０日（金）まで実施 
・くわしい調査結果については資料９（Ｐ１１９～１２２）を参照 


